
ココガヨイ

こどもこころの電話

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

が
学

べ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

町
で
は
グ
ル
ー
プ
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は

教
室
で
約

人
が
学

び
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
、
皆
勤
賞
、
精
勤
賞

が
授
与
さ
れ
受
講
生
の
努
力
を
讃
え
ま
す
。

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

（
富
来
教
室
）

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

お
知
ら
せ

年
度
に
お
い
て
も
新
た
な
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
講
座
の
種
類
な
ど
募
集
要
項
は

月

号
広
報
と
同
時
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

下
さ
い
。

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

（
志
賀
教
室
）

二
月
十
七
日
（
日
）、
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
今
年
度
の
人
権
講
演
会

カ
ズ
ン
の

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
激
し
い
雪
の
降
る
生
憎
の
天
候

で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
三
百
人
を
超
え
る
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
遠
く
埼
玉

県
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
町
民
の
た
め
、
曲
目
に

能
登
半
島

を
加
え
、

ま
た
、
本
町
特
産
の
こ
ろ
柿
や
大
島
海
岸
の
名
前

を
替
え
唄
に
盛
り
込
む
な
ど
、
カ
ズ
ン
の
お
二
人

の
と
て
も
爽
や
か
な
歌
声
が
町
民
の
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
町
民
の
方
か
ら
は

本
当
に
い

い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

爽やかな歌声を披露するカズンの
漆戸啓さん（左）と古賀いずみさん

ググ
ルル
ーー
ププ
教教
室室
閉閉
講講
式式

グ
ル
ー
プ
教
室
閉
講
式



男
性
の
家
事
参
加
や
家
族
間
の
協
力
関
係
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
左
記
の
日
程
で
料
理
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
と
も
志
賀
町
男
女
共
同
参

画
推
進
員
の
方
々
が
参
加
者
の
募
集
や
教
室
の
準
備

を
行
い
、
同
じ
く
推
進
員
の
室
谷
加
代
子
さ
ん
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

包
丁
を
持
つ
手
も
ぎ
こ
ち
な
い
お
と
う
さ
ん
や
お

子
さ
ん
も
、
お
か
あ
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
協

力
し
あ
っ
て

八
宝
菜
、
カ
ニ
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ

ケ
、
プ
リ
ン

な
ど
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

試
食
の
と
き
に
は
、
手
作
り
の
お
い
し
さ
を
味
わ

い
な
が
ら
、

ヨ
メ
さ
ん
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
後
片
付
け
を
手
伝
う
ね
。

な
ど
い

つ
も
家
事
を
す
る
お
か
あ
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
と
共
に
、
男
も
少
し
は
家
事
が
で
き
な
く
て
は
。

と
の
反
省
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

志
賀
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が

月
に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【 月 日 夫婦で料理】【 月 日 家族でクッキング】

月

日
（
月
）、
志
賀
町
陸
上
競
技
協

会
標
準
記
録
達
成
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
標

準
記
録
を
達
成
し
た

名
の
選
手
に
記
録
達

成
証
及
び
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
と
し
て
、

松
谷
浩
平
さ
ん
と
町
岡
絵
里
香
さ
ん
に「
藤

井
力
造
賞
」が
、
社
谷
内
達
也
君
に

室
矢

芳
隆
杯

（
小
中
学
生
対
象
）
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
山
教
育
長
と
町
体
育
協
会
上
杉

副
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者
に
対
し
、

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

﹇
標
準
記
録
達
成
者
﹈

﹇
小
学
生
の
部
﹈

角
野
生
歩
、
清
水
力
也
、
加
藤
啓
介
、
泉

候
成
、
村
山
沙
希
、
大
家

彩（
ボ
ー
ル
投
）、

前
田
将
生
、
政
岡
ア
キ
ラ（
走
高
跳
）、新

谷
華
梨
、今
川
七
海
、安
中
友
茂（
走
幅
跳
）、

泉

明
宏
（

・

）、
山
本
敦
也
（

）、村
中
健
哉（

）

﹇
中
学
生
の
部
﹈

金
谷
ゆ
か
り
、
木
村
佳
奈
恵（

）、谷

澤
麻
衣
、
社
谷
内
達
也
（
走
高
跳
）、
西

綾
香（

）、池
田
祐
樹（

、

種

競
技
）、稲
岡
裕
也（
円
盤
投
）、辻

建
吾

（

）、山
本
和
輝（
砲
丸
投
、
円
盤
投
）、

西
川
和
孝
、
前
田
世
界
、
泉

貴
人
、
田

渕
項
介（
志
賀
中

リ
レ
ー
）、大
家
航
輝
、

礒

光
輝
、
山
本
大
貴（
富
来
中

リ
レ
ー
）、

村
中
俊
哉（

・

、
富
来
中

リ
レ
ー
）

﹇
高
等
学
校
の
部
﹈

山
本
真
央（
走
幅
跳
）、牧
出

光（

・

、

リ
レ
ー
）、
高
橋
幸
恵
、
中
島
啓
吾（
や
り

投
）、内
田
晴
大（
ハ
ン
マ
ー
投
）、岩
本
隆

明（
走
幅
跳
、
走
高
跳
）、片
山
達
郎（
円
盤

投
）、松
谷
浩
平（

・

、

リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、

種
競
技
）
中
村
和
暉
（

、

リ
レ
ー
）、四
ッ
分
伸
也（

・

）、

大
石
巧
光（
競
歩
）、村
木
慎
也（
駅
伝
）

﹇
一
般
の
部
﹈

町
岡
絵
里
香
（
や
り
投
、
円
盤
投
）、

永
田

利
嗣
（
砲
丸
投
）

【表彰を受けられた皆さん】

紙
芝
居
の
内
容

旧
富
来
町
の
推
進
員
が
作
成
し
た
も

の
で
、
家
事
を
全
く
し
な
い
お
と
う
さ
ん
が
う
た
た
寝

を
し
て
い
る
と
、
家
事
の
す
べ
て
を
行
っ
て
い
た
お
母

さ
ん
が
入
院
し
、
家
中
が
て
ん
や
わ
ん
や
に
な
っ
た
と

い
う
夢
を
み
て
、
少
し
は
家
事
を
し
よ
う
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
お
は
な
し
で
す
。

紙
芝
居
の
内
容

日程 名 称 会 場

日 夫婦で料理 志賀町文化ホール

日 夫婦で楽しむ料理 富来活性化センター

日 家族でクッキング 志賀町文化ホール

日程 名 称 会 場

日

日

日

ま
た
、
試
食
の
後
に

は
、
男
女
共
同
参
画
紙

芝
居
も
行
い
ま
し
た
。



た
ま
さ
か
の
日
差
し
に
つ
ら
れ
笹
子
鳴
く

鍋
岡
美
智
子

美
し
く
燃
ゆ
る
ど
ん
ど
に
掌
を
か
ざ
す

坂
下

豊
子

寒
が
ら
す
媼
お
う
な

の
仕
草
眺
め
を
り土

田
エ
ミ
子

宮
詣
で
寺
を
詣
で
て
冬
ぬ
く
し

土
田

清
枝

時
々
の
余
震
に
お
び
え
春
寒
し

大
島

朋
子

幼
な
児
に
あ
か
ぎ
れ
の
手
を
労
は
ら
る

細
川
ふ
じ
子

本
音
か
な
平
身
低
頭
記
者
の
前

高
島

和
子

本
当
に
平
和
な
の
か
な
妻
の
顔

中
畑

良
則

い
じ
め
っ
子
見
て
も
出
来
な
い
平
手
打
ち

芝
山

照
子

老
い
の
坂
平
ら
な
道
も
ヨ
ッ
コ
イ
シ
ョ

川
上

富
子

春
雷
に
雪
の
下
か
ら
ふ
き
の
と
う遠

藤
美
朝
子

雪
の
中
掘
出
す
大
根
甘
い
味

木
村
よ
し
子

雪
吊
り
も
や
っ
と
絵
に
な
る
兼
六
園

坂
野
か
ほ
る

歳
の
笑
い
に
家
族
皆
覗
き

須
广
ひ
ろ
し

三
夫
婦
の
家
族
舵
取
る
母
が
い
る前

田

志
津

テ
キ
パ
キ
と
家
族
を
送
る
主
婦
の
朝

小
松

彰
一

ひ
も
す
が
ら
言
葉
な
く
し
て
過
ご
し
け
り

片
辺

か
た
へ

に
答
ふ
る
人
の
な
け
れ
ば

蕪
木

芳
子

七
人
の
曾
孫
ひ
ま
ご

の
あ
り
て
顧
み
る

わ
れ
来
し
方
の
遠
き
道
の
り

越
後

一
子

屋
根
雪
の
し
づ
る
る
音
か
か
そ
か
な
り

目
覚
め
て
又
も
友
の
死
思
ふ

安
中
加
奈
子

杖
の
穴
一
と
足
毎
に
残
り
居
て

雪
み
ち
帰
る
た
の
し
き
一
と
と
き龍

揖

澄
子

大
麦
の
追
肥
な
さ
ん
と
野
に
立
て
ば

山
裾
染
め
て
冬
の
虹
た
つ

坂
井
外
志
子

早
春
の
陽
だ
ま
り
を
背
に
骨
養
生

智

子

春
立
つ
や
出
番
な
か
り
し
マ
マ
ダ
ン
プ

村
田

浅
子

還
暦
を
む
か
え
る
我
に
春
の
音

ゆ
き
み

重
み
あ
る
家
を
後
に
し
病
身

や

み

に
つ
く

年
下
の
人
老
い
の
仲
間
に

細
川
み
さ
の

生
か
さ
れ
て
避
け
て
通
れ
ぬ
四
苦
の
み
ち

逝
き
し
弟
永
久
と

わ

に
別
れ
ぬ

又

栄

一
山
を
担
う
気
概
や
托
鉢
の

若
き
僧
の
目
凛り
ん

と
輝
く

川

崎

逝
き
人
の
諷
経
ふ
ぎ
ん

願
い
て
訪
ね
院

仰
ぎ
し
梵
鐘
馳
せ
し
幼
な
日

松
本
理
希
三

初
し
こ
が
電
話
で
話
す
凛り

々
し
さ
に

思
わ
ず
涙
拭
い
て
笑
う

千

里

蝋

梅

椿
田

純
三

小
雪
が
舞
う
黄
昏
時

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

園
芸
コ
ー
ナ
ー

で

何
気
な
く
出
会
っ
た

満
月

と
云
う
蝋
梅

大
き
な
黒
い
ポ
ッ
ト
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

寒
気
の
中
で
凛
と
し
て
花
弁
を
広
げ
て

幾
つ
か
の
莟
は
ま
る
で
幼
児
の
よ
う
に

零
れ
落
ち
そ
う

五
本
の
枝
も
五
つ
の
花
も
七
つ
の
莟
も

ま
る
で
一
体
の
命
の
如
く
輝
い
て

入
学
す
る
新
入
生
の
様
に

あ
の
娘
の
入
学
祝
い
に
し
よ
う

い
や
、
見
知
ら
ぬ
人
に
出
会
っ
た
記
念
に

立
ち
止
ま
っ
て
居
る
間
に

裏
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る

翌
早
朝
、
薄
ら
積
も
っ
た
雪
の
地
中
に

メ
ジ
ロ
や
ツ
グ
ミ
な
ど
が
突
き
は
し
ま
い
か

無
碍
の
光
明
の
中
で

大
き
く
育
ち

如
月
の
頃
に
は
無
言
で
開
花
し
て
欲
し
い

今
は
幸
せ

山
田

欣
三

一

今
日
も
朝
か
ら
孫
を
背
に

な
り
振
り
な
ん
か
か
ま
わ
ず
に

み
だ
れ
た
髪
を
手
で
な
で
な
が
ら

我
が
子
三
人
育
て
た
と
き
と

節
も
文
句
も
全
く
同
じ

さ
さ
や
く
よ
う
に
子
守
唄
歌
っ
て
る

二

親
に
そ
む
い
て
二
十
才
の
春
に

俺
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た

も
っ
と
違
っ
た
幸
せ
の
道

あ
っ
た
だ
ろ
う
に
辛
さ
を
重
ね

涙
流
し
た
日
数
も
多
い

苦
労
し
た
よ
な
淋
し
さ
に
泣
い
た
よ
な

三

苦
労
ば
か
り
の
無
口
な
お
前

よ
く
ぞ
辛
抱
我
慢
し
た

ね
ぎ
ら
う
言
葉
初
め
て
か
け
り
や

む
か
し
の
苦
労
悲
し
み
な
ん
か

神
代
川
か
ら
流
し
て
来
た
の

に
っ
こ
り
笑
い
だ
か
ら
今
幸
せ
よ

こ
ん
な
ご
夫
婦
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と

想
像
し
て
書
き
ま
し
た
。

あ
の
顔
は
何
の
思
案
や
懐
手

須
广
と
み
子

水
子
地
蔵
赤
き
頭
巾
や
冬
の
滝

冨
地

重
内

節
分
や
偽
な
る
外
に
眞
は
内

森
下
い
わ
お

風
車
六
基
音
に
慣
れ
し
や
山
眠
る堀

綾
子

ま
だ
残
る
地
震

な

い

の
乱
れ
や
寒
椿

大
乗

春
風

雪
舞
ふ
を
見
て
を
り
雪
見
障
子
よ
り

小
島

史
子

足
取
ら
れ
冷
や
汗
が
出
た
雪
の
道田

畑

幸
子

介
護
士
の
ひ
た
い
の
汗
に
励
ま
さ
れ

能
登

秀
雄



　　○開催日・会場　：　平成２０年３月９日（日）　志賀町文化ホール
　　○受　　　　付　：　９：００～９：３０（各競技会場 [各室 ]前にて行います。）
　　○開会式（合同） ：　９：３０～　１階小ホール
　　○競  技  開  始　：　１０：００ 開始（各競技とも）
　　○閉会式（競技ごと）：　それぞれ各会場で行います。
　　○参　　加　　費　：　囲碁；１,０００円（昼食代込み）、将棋；大人１,０００円　小人500円（昼食代込み）
　　　　　　　　　　　              かるた；無料
　　○参  加  資  格　：　志賀町在住の方

囲碁の部

将棋の部

かるたの部

１．競技ルール
　　　日本棋院の規定に準じ、競技方法は以下のとおりとする。
　　①Ａクラス（４段以上）、Ｂクラス（２・３段）、Ｃクラス（初段、級位者）の３クラスで予選及び決勝を行う。
　　②段級差ハンディ１子の手合割とし、持碁は白勝ち、互先は６目半のコミ出しとする。
　　③対局時間（持ち時間）は４０分とする。（Ａクラスは対局時計使用）
２．順　位
　　　各クラス優勝、準優勝、第三位、敢闘賞とする。
３．その他
　　　志賀町囲碁協会が決定する。

１．競技ルール
　　　日本将棋連盟競技規則に準じ、総平手戦とする。
　　①予選：４人リーグ戦で行い、うち２名が2勝以上をし予選通過とする。
　　　　　　　・勝者は勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　　　　　・敗者は二部として勝ち抜きトーナメントへ進出
　　②対局時間は30分切れ負け
２．順　位
　　　一部のみ優勝、準優勝、第三位×２
３．その他
　　　志賀町将棋愛好会が決定する。

１．競技ルール
　　　全日本かるた協会の規定に準じて行う。
　　　全競技男女混合で以下の３部門とする。
　　①第１部・・・一般の部
　　②第２部・・・小学生の部
　　③第３部・・・ばら取りの部
２．順　位
　　　各部とも優勝、準優勝、第三位×２
３．その他
　　　志賀町かるた協会が決定する。

　　　主催／志賀町文化協会　　
　　　主管／志賀町文化協会競技部会　　後援／志賀町教育委員会、北国新聞社

（ただし、第２部は敢闘賞あり、
　　　　  第３部は第三位×1）

　競技会場（１階　小ホール）

　競技会場（３階　３２研修室）

　競技会場（１階　和室 ｢芙蓉の間｣）


